
名　　友　　報

第117号

（名古屋市・名港職員OBの会）

第117号(1)  令和２年6月1日

発　 行　 所
一般社団法人　名　友　会
名古屋市中区栄五丁目14-4

吉野ビル1F
郵便番号 460 -0008
TEL（052）263-1593
FAX（052）263-1645
郵便口座番号
　　　　　00880-2-8387
編集発行人

　　会長　　山田　雅雄会
長

   

山
田  

雅
雄

　「
大
禍
と
新
し
い
時
代
」

会
長
巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

第
52
回
通
常
総
会
…
…
…
…
…
…
…
２

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
…
４

健
康
よ
も
や
ま
話（
16
）…
…
…
…
…
５

ハ
ガ
キ
通
信
…
…
…
…
…
…
…
６
〜
７

共
済
だ
よ
り（
９
）…
…
…
…
…
…
…
８

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
…
…
…
…
９

い
き
い
き
部
活
動
…
…
…
…
…
…
…
10

公
益
目
的
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
11

な
ご
や
学
入
門（
38
）…
…
…
…
…
…
12

−  主な内容  −

新
し
い
年
号
「
令
和
」
と
な
っ
て
、
は
や
1
年
が

経
過
し
ま
す
。
令
和
の
時
代
と
な
っ
て
、
希
望
に
満

ち
、
新
た
な
生
活
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に
来
て
思
わ
ぬ

大
禍
が
待
ち
伏
せ
て
い
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
」
で
す
。

２
０
０
２
年
、
や
は
り
中
国
か
ら
広
ま
っ
た
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
世
界
で
広
ま
り
、
致
死

率
も
10
％
に
近
い
も
の
で
し
た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
世
界
中
に
広
ま

り
、
数
百
万
人
に
も
及
ぶ
感
染
者
を
出
し
、
多
く
の

人
々
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
全
国
に
広

が
っ
て
、
特
に
医
療
や
保
健
関
係
者
の
負
担
は
尋
常

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
が
送
ら
れ
る
頃

に
は
、
多
少
な
り
と
も
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く

念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
通
常
総
会
を
、
ど
の
よ
う

に
開
催
す
る
か
、
大
変
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

「
３
密
」（
密
集
・
密
閉
・
密
接
）
を
で
き
う
る
限

り
避
け
る
方
法
を
考
え
て
次
の
よ
う
な
総
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

例
年
の
総
会
で
は
、
米
寿
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

て
お
祝
い
を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
お
越
し

い
た
だ
い
た
場
合
に
は
感
染
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
今
年
の
お
祝
い
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ご
自
宅
な

ど
に
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

ま
た
総
会
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
出
演
者
の
手
配
な
ど

開
催
の
準
備
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
況
で
す
。

従
い
ま
し
て
非
常
に
残
念
で
す
が
、
今
年
に
つ
い
て

は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
総
会
に
は
例
年
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
今
年
は
、
微

熱
の
あ
る
方
、
咳
・
く
し
ゃ
み
の
出
る
方
、
体
調
の

す
ぐ
れ
な
い
方
は
出
席
を
遠
慮
し
、
委
任
状
の
ハ
ガ

キ
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
出
欠
に
か
か
わ
ら
ず
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
抽
選
で
す
が
、
東
北
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い

た
だ
け
る
賞
品
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

考
慮
し
た
総
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
在
宅
で
の
勤
務
や
学
習
の
実
施
と
か
、
カ
メ

ラ
の
大
量
な
デ
ー
タ
を
情
報
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
に
な
っ
た
地
域
社
会
の
監
視
な
ど
が
代
表
例

で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
や
社
会
経
済
状
況

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
世

界
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
最
近
の
社
会
状
況
を
浮

き
彫
り
に
し
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
た
と
も
言
え

ま
す
。
豊
さ
と
経
済
、
今
後
の
働
き
方
、
管
理
型
社

会
の
是
非
な
ど
新
し
い
時
代
に
対
す
る
し
っ
か
り
し

た
考
え
を
持
つ
こ
と
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
と
と
も
に
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
健
康

に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
、
ふ
た
た
び
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

円
頓
寺
七
夕
ま
つ
り



名　　友　　報令和２年6月1日 第117号  (2)

貸 借 対 照 表
令和２年３月31日現在

（単位：円）
科　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産
　　　　普通預金 2,840,305 3,669,060 △ 828755
　　　　定期預金 4,000,000 7,000,000 △ 3000000
　　　　未収金 25,137 3,740 21397
　　　　前払費用 147,300 147,300 0
　　　流動資産合計 7,012,742 10,820,100 △ 3807358
２．固定資産
　⑴　特定資産
　　　　退職給与引当預金 898,000 724,000 174000
　　　特定資産合計 898,000 724,000 174000
　⑵　その他固定資産
　　　　投資有価証券 30,079,383 30,142,549 △ 63166
　　　　電話加入権 229,928 229,928 0
　　　　保証金 750,000 750,000 0
　　　その他固定資産合計 31,059,311 31,122,477 △ 63166
　　　固定資産合計 31,957,311 31,846,477 110834
　　　資産合計 38,970,053 42,666,577 △ 3696524

Ⅱ　負債の部
１．流動負債
　　　　未払金 101,289 161,991 △ 60702
　　　　預り金 0 0 0
　　　流動負債合計 101,289 161,991 △ 60702
２．固定負債
　　　　役員退職慰労引当金 610,000 484,000 126000
　　　　退職給付引当金 288,000 240,000 48000
　　　固定負債合計 898,000 724,000 174000
　　　負債合計 999,289 885,991 113298

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産
　　　指定正味財産合計 0 0 0
２．一般正味財産
　　　一般正味財産合計 37,970,764 41,780,586 △ 3809822
　　　負債及び正味財産合計 38,970,053 42,666,577 △ 3696524

第
52
回  

通
常
総
会
の
お
知
ら
せ

第
52
回
通
常
総
会
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日　

時　

令
和
２
年
６
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～

場　

所　

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

地
下
鉄
「
金
山
」
下
車

議　

題
一　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告（
案
）並
び
に
監
査
報
告

二　

令
和
元
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
及
び
監
査
報
告

三　

令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算

四　

役
員
の
選
任（
案
）に
つ
い
て

※
例
年
、
議
事
次
終
了
後
に
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

抽
選
会
も
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。　

◆　

��

監
査
報
告
に
つ
い
て

さ
る
５
月
12
日
、
渡
邉
、
別
所
両

監
事
に
よ
り
会
計
監
査
を
実
施
し
、

「
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
」
と
の

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆　

役
員
の
選
任
（
案
）
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
定
款
第

二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
者
を
役
員
に
選
任
す
る
。

役
員
候
補
者

理
事

山
田　

雅
雄

長
谷
川
博
樹

平
子　

魁
人

加
藤　

雄
也

沖
本　

竹
史

勝
見　

康
平

中
村　

和
夫

野
田　

和
義

村
瀬　

勝
美

平
岡　

研
二

森　
　

俊
裕
（
新
任
）

尾
崎　

好
計
（
新
任
）

伊
藤　

容
子
（
新
任
）

万
田
奈
穂
美
（
新
任
）

西
川　

敏　
（
新
任
）

監
事

渡
邉　

俊
司

別
所　

眞
三

令
和
元
年
度

　
　 

一
般
会
計
収
支
決
算（
案
）
自
　
平
成
三
十
一
年
四
月
　
一
　
日

至
　
令
和

二

年
三
月
三
十
一
日

総
会
へ
の
出
欠
の
ご
返
事
は
、
同
封

の
ハ
ガ
キ
で
６
月
22
日
ま
で
に
ご
返

信
下
さ
い
。
欠
席
の
方
は
委
任
状
欄

に
署
名
し
て
ご
投
函
く
だ
さ
い
。



名　　友　　報 第117号(3)  令和２年6月1日

正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで

（単位：円）
科　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　①　受取会費
　　　　会員会費収入 7,800,000 7,865,000 △ 65,000
　　　②　事業収益
　　　　事業収入 5,144,160 5,353,258 △ 209,098
　　　③　受取負担金
　　　　負担金収入 1,782,240 1,952,856 △ 170,616
　　　④　雑収益
　　　　投資有価証券運用益 77,742 94,679 △ 16,937
　　　　受取利息 708 754 △ 46
　　　　雑収入 125,178 119,984 5,194
　　　⑤　退職給与引当金取崩額
　　　　役員退職慰労引当金取崩額 0 46,000 △ 46,000
　　　　退職給付引当金取崩額 0 0 0
　　　経常収益計 14,930,028 15,432,531 △ 502,503
　　⑵　経常費用
　　　①　事業費
　　　　役員報酬 1,960,000 1,960,000 0
　　　　給料手当 2,352,000 2,352,000 0
　　　　退職金 0 168,000 △ 168,000
　　　　福利厚生費 166,261 184,988 △ 18,727
　　　　租税公課 71,000 89,100 △ 18,100
　　　　活動推進費 1,155,000 1,155,000 0
　　　　慶弔費 1,895,867 1,867,052 28,815
　　　　旅費交通費 44,622 77,364 △ 32,742
　　　　通信運搬費 167,983 179,130 △ 11,147
　　　　備品費 294,434 257,395 37,039
　　　　修繕費 5,940 8,748 △ 2,808
　　　　印刷製本費 106,536 105,272 1,264
　　　　会報発行費 1,991,810 1,976,686 15,124
　　　　会員厚生費 146,525 57,325 89,200
　　　　賃借料 779,357 780,076 △ 719
　　　　諸謝金 238,056 235,872 2,184
　　　　委託料 499,190 496,778 2,412
　　　　光熱水費 90,392 99,771 △ 9,379
　　　　助成金 90,000 90,000 0
　　　　雑費 718,028 575,318 142,710
　　　　退職給付引当金繰入額 174,000 48,000 126,000
　　　②　管理費
　　　　役員報酬 840,000 840,000 0
　　　　給料手当 1,008,000 1,008,000 0
　　　　退職金 0 7,000 △ 7,000
　　　　福利厚生費 71,255 79,280 △ 8,025
　　　　会議費 158,440 191,076 △ 32,636
　　　　総会費 1,936,327 1,936,447 △ 120
　　　　旅費交通費 4,958 8,596 △ 3,638
　　　　通信運搬費 181,982 183,482 △ 1,500
　　　　備品費 32,715 28,599 4,116
　　　　修繕費 660 972 △ 312
　　　　印刷製本費 110,886 114,963 △ 4,077
　　　　賃借料 878,851 811,916 66,935
　　　　諸謝金 102,024 101,088 936
　　　　負担金 212,000 237,000 △ 25,000
　　　　寄付金 0 0 0
　　　　光熱水費 94,083 101,787 △ 7,704
　　　　雑費 107,292 82,450 24,842
　　　　役員退職慰労引当金繰入額 0 0 0
　　　　退職給付引当金繰入額 0 0 0
　　　経常費用計 18,686,474 18,496,531 189,943
　　　　当期経常増減額 △ 3,756,446 △ 3,064,000 △ 692,446
　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益 0 0 0
　　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用 53,376 38,813 14,563
　　　経常外費用計 53,376 38,813 14,563
　　　　当期経常外増減額 △ 53,376 △ 38,813 △ 14,563
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 3,809,822 △ 3,102,813 △ 707,009
　　　　一般正味財産期首残高 41,780,586 44,883,399 △ 3,102,813
　　　　一般正味財産期末残高 37,970,764 41,780,586 △ 3,809,822
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 37,970,764 41,780,586 △ 3,809,822



【お問い合わせ先】 お気軽にご相談ください！(右記ＱＲコードからＨＰご確認下さい）

株式会社つつみ TEL：０５２－８０１－８４１２ （三井住友海上火災保険代理店）

火災、落雷、風水害や盗難に対する備えは
万全ですか？地震への備えもお忘れなく！！

万が一の事故もしっかりサポート！
安心の365日事故対応！

※大口団体割引は、団体全体のお引受実績に応じて毎年4月1 日に見直されます。

名　　友　　報令和２年6月1日 第117号  (4)

令
和
二
年
に
米
寿
（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）

15.2

氏　
　
　

名

退
職
所
属

退
職
年

藍

原

正

子

教
育
委
員
会

H 

05

浅　

井　
　
　

清

建

築

局

H 

05

浅

井

信

義

中

村

区

H 

02

浅

尾

正

和

名

東

区

S 

63

浅

野

達

夫

緑　

区

H 
05

板　

野　
　
　

修

市

民

局

H 
05

井

土

恭

兵

計

画

局

H 

04

伊

藤

榮

源

衛

生

局

H 

08

稲

垣

貞

夫

衛

生

局

H 

03

井

上

武

次

民

生

局

S 

63

大

島

一

義

市

民

局

H 

02

太

田

照

男

教
育
委
員
会

H 

05

大

塚　
　

明

水

道

局

H 

02

大　

場　

カ
ツ
子

教
育
委
員
会

H 

05

小

川

豊

子

教
育
委
員
会

H 

05

奥

村

順

一

環
境
事
業
局

H 

03

籠

橋　
　

康

千

種

区

H 

02

梶

浦

廣

子

財

政

局

S 

45

加　

藤　
　
　

猛

経

済

局

H 

05

加

藤

春

雄

経

済

局

H 

02

加　

藤　
　
　

寛

守

山

区

H 

05

加

藤

芳

朗

名
港
管
理
組
合

H 

03

金

森

義

忠

昭

和

区

H 

03

川

橋

正

昭

計

画

局

S 

63

氏　
　
　

名

退
職
所
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⑯
疫

病

退

散

人
類
の
歴
史
は
疫
病
（
感
染
症
）
と
の

戦
い
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
有
史
以
前
か
ら
疫
病
に
関
す
る

記
録
は
多
く
見
ら
れ
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
文
明
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
、
そ

し
て
紀
元
前
13
世
紀
の
中
国
で
も
甲
骨
文

字
に
刻
ま
れ
た
疫
病
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

１
３
４
８
年
に
始
ま
っ
た
ペ
ス
ト
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
３
割
の
人
々
が
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
死
因
の
第
一
位
は

悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
で
す
が
、

昭
和
25
年
ま
で
日
本
人
の
病
気
に

よ
る
死
因
の
第
一
位
は
結
核
で
し

た
。
過
去
１
１
５
年
を
振
り
返
っ

て
見
て
も
、
死
因
の
第
一
位
だ
っ

た
年
の
総
計
は
、
結
核
が
39
年
、

悪
性
新
生
物
が
36
年
、
脳
血
管
疾

患
が
31
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

　
　
　
　
　
　
　

◇

３
月
１
日
に
は
厚
生
労
働
省
は
す
で
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
想
定
し
、「
ご
家
族
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ
れ
る
場

合
、
家
庭
内
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ

と
～
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～
」
を
示
し
て
い

ま
す
。

１
．
部
屋
を
分
け
ま
し
ょ
う

A
．
個
室
に
し
ま
し
ょ
う

B
．
ご
本
人
は
極
力
部
屋
か
ら
出
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

２
．
感
染
者
の
お
世
話
は
で
き
る
だ
け
限

ら
れ
た
方
で

３
．
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う

４
．
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

５
．
換
気
を
し
ま
し
ょ
う

６
．
手
で
触
れ
る
共
有
部
分
を
消
毒
し
ま

し
ょ
う

７
．
汚
れ
た
リ
ネ
ン
、
衣
服
を
洗
濯
し
ま

し
ょ
う

８
．
ゴ
ミ
は
密
閉
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う

＊
ご
本
人
は
外
出
を
避
け
て
く
だ
さ
い

＊
ご
家
族
、
同
居
さ
れ
て
い
る
方
も
熱

を
測
る
な
ど
、
健
康
観
察
を
し
、
不

要
不
急
の
外
出
は
避
け
、
特
に
咳
や

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
に

は
、
職
場
な
ど
に
行
か
な
い
で
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
の
4
月
22
日

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
専
門
会
議
は
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
発
表

し
ま
し
た
。
基
本
は
3
つ
の
密
を
避
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

①	

換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

②	

多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

③	

間
近
で
会
話
や
発
声
す
る
密
接
場

面

そ
の
た
め
に
は
、
次
の
10
の
ポ
イ
ン
ト

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
ビ
デ
オ
通
話
で
オ
ン
ラ
イ
ン
帰
省

２
．
ス
ー
パ
ー
は
一
人
、
ま
た
は
少
人
数

で
す
い
て
い
る
時
間
に

３
．
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
少
人
数
で
。
公
園
は

す
い
た
時
間
場
所
を
選
ぶ

４
．
待
て
る
買
い
物
は
通
販
で

５
．
飲
み
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

６
．
診
療
は
遠
隔
診
断

定
期
健
康
診
断
は
間
隔
を
調
整

７
．
筋
ト
レ
や
ヨ
ガ
。
自
宅
で
動
画
を
活

用

８
．
飲
食
は
持
ち
帰
り
宅
配
を

９
．
仕
事
は
在
宅
勤
務
。
通
勤
は「
医
療
」

「
イ
ン
フ
ラ
」「
物
流
」
な
ど
社
会
機

能
維
持
の
た
め
に

10
．
会
話
は
マ
ス
ク
を
つ
け
て

も
ち
ろ
ん
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
の

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
換
気
や
健
康
管
理
も
同

様
に
重
要
だ
と
の
事
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

京
都
八
坂
神
社
の
祭
礼
「
祇
園
祭
」
は

9
世
紀
（
貞
観
年
間
）
か
ら
続
い
て
い
る

伝
統
の
お
祭
り
で
す
。
夏
の
風
物
詩
で
す

が
、
今
年
は
58
年
ぶ
り
に
山
鉾
巡
行
を
中

止
、神
事
も
縮
小
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
祇
園
祭
り
は
、
も
と
も
と
は
都
に

発
生
し
人
々
を
苦
し
め
た
疫
病
を
退
散
さ

せ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
神
事
。
八
坂
神
社

を
は
じ
め
、
各
地
で
の
神
社
仏
閣
で
も
疫

病
退
散
祈
願
が
行
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
い
う
新
し
い
疫
病
が
退
散
す
る
こ

と
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。
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毎
日
が
日
曜
日
も
忙
し
い

柵
木
明
美

早
期
で
退
職
し
て
早
４
年
。
目
的
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
毎
日
が

日
曜
日
。

週
に
一
度
、
住
人
の
い
な
く
な
っ
た
実

家
へ
通
い
、
仏
壇
に
花
を
供
え
、
お
線
香

を
あ
げ
て
親
孝
行
を
す
る
ほ
か
決
ま
っ
た

用
は
な
い
の
で
、
よ
く
旅
に
出
る
。

も
と
も
と
夫
も
私
も
旅
好
き
で
、
休
暇

の
残
り
を
気
に
せ
ず
に
行
け
る
の
は
嬉
し

い
。
車
で
の
近
場
な
ら
お
天
気
の
良
い
日

に
気
ま
ま
に
出
か
け
る
。
航
空
券
の
価
格

の
安
い
日
に
予
定
を
組
め
る
の
も
、
家
計

に
は
あ
り
が
た
い
。

地
方
の
居
酒
屋
探
訪
で
夫
婦
の
会
話
も

盛
り
上
が
り
、
認
知
症
予
防
に
も
な
る
。

自
宅
に
戻
れ
ば
気
持
ち
は
次
の
旅
へ
。
お

か
げ
様
で
結
構
忙
し
い
日
曜
日
を
過
ご
し

て
い
る
。

（
市
民
経
済
局
）

Ｓ
さ
ん
と
の
思
い
出鈴

木　

守

名
友
報
で
同
期
の
Ｓ
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
。
Ｓ
さ
ん
と
は
、
定
年

退
職
後
も
ず
っ
と
年
賀
状
の
や
り
取
り
を

し
て
い
た
。
昨
年
の
年
賀
状
に
、
も
う
仕

事
を
や
め
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
と
あ
っ

た
。長

年
ス
リ
ラ
ン
カ
で
仕
事
を
し
て
み
え

た
の
で
、
過
日
の
テ
ロ
事
件
に
遭
遇
し
て

い
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
の
だ
が
、
も

う
そ
の
時
に
は
こ
の
世
の
人
で
は
な
か
っ

た
の
だ
。

Ｓ
さ
ん
と
は
数
年
、
同
じ
職
場
の
係
長

と
し
て
一
緒
に
働
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
間
に
ゴ
ル
フ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

Ｓ
さ
ん
は
、
ゴ
ル
フ
の
技
術
面
ば
か
り

で
な
く
、
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
詳
し
く
、

懇
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
も
っ

ぱ
ら
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
で
練
習
す
る
程
度

だ
っ
た
が
、
Ｓ
さ
ん
の
お
陰
で
一
度
だ
け

18
ホ
ー
ル
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
Ｓ

さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

き
っ
と
冥
界
で
も
仲
間
に
ゴ
ル
フ
を
教

え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（
環
境
局
）

今
日
こ
の
頃

北
原
政
子

２
０
２
０
年
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
輝
か
し
い
年
の
幕
開
け
だ
っ
た

は
ず
な
の
に
松
の
内
が
過
ぎ
た
頃
、
う
っ

か
り
愛
用
の
お
茶
碗
を
割
っ
て
し
ま
い
、

不
吉
な
予
感
。

し
ば
ら
く
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
プ
リ
ン

タ
ー
が
ガ
タ
ッ
と
い
う
異
音
を
最
後
に
ア

ウ
ト
。
続
い
て
独
居
老
人
に
と
っ
て
大
切

な
お
友
達
（
⁉
）
テ
レ
ビ
に
異
変
!
続
い

て
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
も
ダ
ウ
ン
!
い
ず
れ
も

修
理
不
能
と
の
こ
と
。
極
め
つ
け
は
、
日

課
に
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
か
ら
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
!
。
即
刻
ジ
ム
は

ク
ロ
ー
ズ
と
な
り
、
行
き
場
を
失
う
。

と
は
い
え
、
プ
リ
ン
タ
ー
も
テ
レ
ビ
も

デ
ッ
キ
も
格
安
で
一
新
で
き
、
一
気
に
気

分
も
ア
ッ
プ
。

勢
い
を
も
ら
っ
て
懸
案
だ
っ
た
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
取
り
付
け
、
保
険
を
見

直
し
、
親
戚
の
子
ど
も
の
受
験
の
朗
報
に

安
堵
し
た
り
、
ご
近
所
さ
ん
か
ら
お
手
製

ジ
ャ
ム
を
い
た
だ
い
て
、
ほ
っ
こ
り
し
た

り
、
小
さ
な
喜
び
を
紡
ぎ
な
が
ら
、
何
と

か
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

（
教
育
委
員
会
）
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大
切
な
仲
間
た
ち

小
出
隆
啓

毎
年
初
夏
は
、
東
京
事
務
所
次
長
・
副

所
長
会
の
全
国
の
仲
間
が
札
幌
に
集
ま

り
、
二
十
二
年
間
、
旧
交
を
温
め
て
い
る
。

札
幌
市
の
仲
間
が
、
自
車
を
運
転
し
て

ゴ
ル
フ
や
見
学
地
へ
と
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
る
。
全
員
感
謝
感
謝
で
あ
る
。

こ
の
ツ
ア
ー
の
お
陰
で
、
充
実
し
た
生

活
・
人
生
を
送
っ
て
い
る
。

各
都
市
の
話
題
や
自
身
の
近
況
を
話
し

合
っ
た
り
し
て
つ
き
な
い
が
、
最
近
、
皆

の
会
話
に
す
っ
と
入
っ
て
い
け
な
い
自
分

に
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
、
私
が
最
年
長
で
、
あ
と

は
一
回
り
ほ
ど
若
い
年
齢
構
成
で
あ
り
、

話
題
を
共
有
で
き
な
く
な
る
の
も
し
か
た

な
い
が
、
老
化
の
現
状
を
た
だ
受
け
入
れ

る
の
で
な
く
、
硬
軟
の
話
題
・
経
験
を
豊

富
に
し
て
臆
せ
ず
旧
交
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

（
市
民
経
済
局
）

梅
の
香

奥
村
允
胤

ま
ず
ま
ず
の
健
康
状
態
で
喜
寿
を
迎
え

ま
し
た
が
、
妻
が
六
年
前
か
ら
入
院
・
手

術
を
繰
り
返
し
、
以
来
遠
出
が
出
来
ず
、

家
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
我
家
は
鈴
鹿
の
山
里
に

在
り
、
二
百
三
十
坪
程
の
敷
地
に
は
四
季

を
彩
る
庭
木
が
多
く
植
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
手
入
れ
で
季
節
の
移
ろ
い
と
共
に
時

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

特
に
梅
は
五
本
、
桜
は
三
本
あ
り
、
豪

華
な
春
を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

と
り
わ
け
大
好
き
な
梅
は
、
品
の
良
さ
と

香
り
が
す
ば
ら
し
く
、満
開
の
折
に
は「
梅

の
香
で
一
杯
」至
福
の
時
を
過
ご
し
ま
す
。

二
十
代
半
ば
か
ら
和
歌
を
始
め
今
に
至

り
ま
す
。
春
を
焦
が
れ
る
拙
作
の
和
歌
を

一
首「梅

の
香
を
し
の
び
待
つ
身
に
春
遠
く

　

夢
の
中
に
も
乱
雪
の
舞
ふ
」

（
緑
政
土
木
局
）

日
常
の
あ
り
が
た
さ光

田
清
美

春
四
月
と
い
え
ば
、
何
だ
か
ウ
キ
ウ
キ

し
た
気
持
ち
で
親
し
い
友
人
・
家
族
ら
と

花
見
や
行
楽
に
出
か
け
る
の
が
常
で
し
た

が
、
今
年
は
周
知
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
自
粛
で
何
も
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
「
何
で
も

な
い
日
常
が
決
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で

は
な
い
」
と
痛
感
す
る
毎
日
で
す
。

で
も
、「
春
の
来
な
い
冬
は
な
い
」「
朝

の
来
な
い
夜
は
な
い
」の
で
す
。
だ
か
ら
、

皆
さ
ん
「
当
た
り
前
の
日
常
」
が
戻
っ
た

ら
、
こ
れ
も
や
ろ
う
、
あ
れ
も
や
ろ
う
と

計
画
を
立
て
な
が
ら
「
手
洗
い
」
と
「
う

が
い
」
に
励
み
ま
し
ょ
う
！
「
あ
～
宴
会

し
た
い
！
」

（
交
通
局
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
憂
う

渡
辺
新
生

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
人
類
と
の
戦
い
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、最
大
の
関
心
事
で
す
。

世
界
は
、
日
本
は
、
そ
し
て
身
の
周
り
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

小
康
状
態
で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
う
も

の
で
す
。

令
和
二
年
三
月
末
日
記（

住
宅
都
市
局
）
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共

済

だ

よ

り

（9）

共

済

だ

よ

り

広告有効期限／2021年3月末日

名友会の新しい
ホームページの QR コード

名
古
屋
市
職
員
共
済
組
合
で
す
。

本
号
で
は
、
令
和
２
年
度
の
年
金
額
改

定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
年
金
額
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
0.2
％
プ
ラ
ス
で
改
定
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
９
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
に
よ
る
と
、
物
価
変
動
率
は
0.5
％
、

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
は
0.3
％
、
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
（
※
）
に
よ
る
ス
ラ
イ

ド
調
整
率
は
▲
0.1
％
で
し
た
。

年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、法
律
上
、

物
価
変
動
率
及
び
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
が
と
も
に
プ
ラ
ス
で
、
物
価
変
動
率
が

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
を
上
回
る
場
合

に
は
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
を
用
い

て
改
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
年
金
額
の
改
定
は
、
年

金
額
改
定
に
用
い
る
物
価
変
動
率（
0.5
％
）

が
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
（
0.3
％
）
よ

り
も
高
い
た
め
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
（
0.3
％
）
を
用
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令

和
２
年
度
は
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
（
0.3
％
）
に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
（
▲
0.1
％
）
が
乗

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
改
定
率
は

0.2
％
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
在
職
老
齢
年
金
に
つ
い
て
の
支

給
停
止
基
準
額
（
65
歳
未
満
28
万
円
、
65

歳
以
上
47
万
円
）
は
、据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
は
、
平
成
16

年
の
年
金
改
正
で
導
入
さ
れ
た
年
金
の
給

付
水
準
を
調
整
す
る
仕
組
み
で
す
。
具
体

的
に
は
、
賃
金
や
物
価
に
よ
る
改
定
率
か

ら
、
現
役
の
被
保
険
者
の
減
少
と
平
均
余

命
の
伸
び
に
応
じ
て
算
出
し
た
「
ス
ラ
イ

ド
調
整
率
」
を
差
し
引
く
こ
と
に
よ
っ
て

調
整
し
ま
す
。

こ
の
調
整
を
す
る
こ
と
が
、
将
来
世
代
の

年
金
給
付
水
準
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ

　

名
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
職
員
互

助
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
居
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
独
立
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ド
レ
ス
は

〔https://m
eiyu-kai.jp

〕と
な
り
ま
す
。

パ
ス
ワ
ー
ド
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
員

専
用
の
ペ
ー
ジ
に
は〔m

eiyukai2020

〕

で
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
ア
ク

セ
ス
可
能
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

で
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
読
み
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目

指
し
て
、
随
時
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
行
事
の
お
知
ら
せ
や
ク
イ
ズ

の
解
説
な
ど
、
速
や
か
に
掲
載
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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御
　
　
園
　
　
座

◎「
第
五
十
一
回　

吉
例
顔
見
世
」

出
演
者
未
定

・
10
月
５
日（
月
）【
昼
の
部
】
11
時
開
演

・
10
月
６
日（
火
）【
夜
の
部
】
16
時
開
演

・
Ａ
席
１
８
，０
０
０
円（
予
定)

を

　
　
　

１
６
，０
０
０
円（
予
定
）

Ｂ
席
１
０
，０
０
０
円（
予
定)

を

　
　
　

８
，０
０
０
円（
予
定
）

★
申
込
み
は
９
月
10
日（
木
）
ま
で　

◎「
梅
沢
富
美
男
劇
団
・
田
川
寿
美
」

・
11
月
７
日（
土
）【
昼
の
部
】
11
時
開
演

・
11
月
13
日（
金
）【
夜
の
部
】
16
時
開
演

・
Ａ
席
１
４
，０
０
０
円
を
１
２
，０
０
０
円

Ｂ
席　

８
，０
０
０
円
を　

６
，０
０
０
円

★
申
込
み
は
10
月
15
日（
木
）
ま
で　

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

◎「
平
日
午
後
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
Vol.
６

マ
ク
シ
ム・エ
メ
リ
ャ
ニ
チ
ェ
フ(

指
揮)

ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
：
交
響
曲
第
3
番
『
英
雄
』、
第
4
番

・
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

・
8
月
28
日（
金
）
14
時
開
演

・
Ｓ
席
～
Ｃ
席
２
割
引　

４
，１
６
０
円
～
1
，７
６
０
円

★
申
込
み
は
８
月
７
日（
金
）
ま
で　

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

◎
人
形
浄
瑠
璃　

文
楽

・
市
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

・
10
月
16
日（
金
）【
昼
の
部
】
14
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
【
夜
の
部
】
18
時
開
演　

・
一
階
席
４
，７
０
０
円
を
４
，２
０
０
円

・
二
階
席
２
，９
０
０
円
を
２
，４
０
０
円

★
申
込
み
は
７
月
17
日（
金
）
ま
で

自　

令
和
元
年
七
月

至　

令
和
二
年
二
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏

名
退
職
所
属

退
職
年

逝
去
年
月
日

満

田

英

行
教
育
委

H 
26

01
・
07
・
06

長　
　
　

亀　

男
中
村
区

H 
05

07
・
15

森

川

淳

次
環
事
局

S 

56

07
・
16

児

玉

玄

逸
衛
生
局

S 

59

07
・
17

長　

縄　
　
　

昭
教
育
委

S 

63

07
・
17

櫻

井

重

行
環
境
局

H 

20

07
・
24

安

藤

晟

光
緑
土
局

H 

14

07
・
31

岩　

田　

卯
太
郎
水
道
局

H 

07

08
・
04

小　

島　

貫
三
郎
中
川
区

H 

01

08
・
07

信

田

豊

治
交
通
局

S 

62

08
・
20

伊

藤

幸

太
緑
土
局

H 

27

08
・
26

寺

倉

幸

夫
経
済
局

H 

10

09
・
06

山

田

清

子
名
港
管

S 

56

09
・
09

米

田

守

明
衛
生
局

S 

60

09
・
12

山

口

良

平
上
下
水

H 

27

09
・
15

鬼　

木　
　
　

薫
守
山
区

H 

17

09
・
21

河

本

毅

一
土
木
局

H 

05

09
・
22

鈴

木

龍

一
計
画
局

S 

59

09
・
22

杉

谷

淳

子
北　

区

賛
助

09
・
26

橋

爪

正

忠
環
保
局

H 

08

09
・
30

小　

出　
　
　

勲
上
下
水

H 

15

09
・
30

氏

名
退
職
所
属

退
職
年

逝
去
年
月
日

小

川

和

雄
教
育
委

S 

57

01
・
09
・
30

富　

田　
　
　

宏
総
務
局

S 

50

09
・
30

太

田

正

弘
土
木
局

S 

62

10
・
15

久

野

友

正
瑞
穂
区

S 

52

10
・
17

辻

田

義

之
緑　

区

S 

57

10
・
28

森

田

宏

治
土
木
局

H 

06

11
・
05

寺

崎

博

光
守
山
区

H 

22

11
・
11

竹　

田　

位
満
男
中
村
区

S 

51

11
・
12

牧

野

光

男
市
民
局

S 

55

11
・
15

立　

松　

祐
一
郎
西　

区

H 

10

11
・
19

近　

藤　

富
次
郎
消
防
局

S 

59

11
・
27

野　

崎　
　
　

忍
土
木
局

H 

12

12
・
03

楠　

元　

香
代
子
健
福
局

H 

15

12
・
07

古

池

達

夫
上
下
水

H 

20

12
・
11

稲

熊

ふ

じ
清
掃
局

賛
助

12
・
21

寺

川

貞

夫
消
防
局

H 
17

12
・
28

中　

川　
　
　

健
計
画
局

H 

02

12
・
28

古

橋

太

郎
上
下
水

H 

20

12
・
30

藤　

島　
　
　

克
名
港
管

H 

07

12
・
31

冨

田

文

雄
計
画
局

S 

60

12
・
31

寺　

澤　

竹
三
郎
農
緑
局

S 

56

02
・
01
・
01

中

村

隆

一
上
下
水

H 

24

01
・
17

井

澤

文

雅
財
政
局

H 

23

01
・
28

小　

川　
　
　

寛
消
防
局

H 

23

02
・
19

四
十
五
名



名　　友　　報令和２年6月1日 第117号  (10)

ゴ
ル
フ
部

名
友
会
ゴ
ル
フ
部
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
、
健
康
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
春
（
六
月
頃
）
と
秋
（
十
月
頃
）
の

年
二
回
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

名
友
会
の
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
自
由

に
入
部
で
き
、
特
に
初
参
加
の
方
、
大
歓
迎

で
す
。
世
話
人
一
同
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
コ
ン
ペ
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
世
話
人
代
表　

二
神　

望

◆
連
絡
先　

古
田　

榮

☎
〇
九
〇

−一
七
二
九

−

三
九
六
七

囲
碁
ク
ラ
ブ

こ
の
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で

定
例
会
を
お
休
み
し
て
お
り
ま
す
。
お
出

か
け
の
際
は
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
定
例
会　

毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日

午
後
一
時
か
ら

［ 

会
場 

］　

島
村
囲
碁
ク
ラ
ブ

（
大
東
海
ビ
ル
地
下
一
階
）

名
駅
ユ
ニ
モ
ー
ル
12
番
出
口
す
ぐ

☎
（
〇
五
二
）
五
五
一

−二
〇
五
六

◆
世
話
人　

柴
田　

義
昭

☎
（
〇
五
二
）
八
七
二

−〇
八
九
一

　
俳
句
部
だ
よ
り

雨
止
み
て
影
置
く
程
に
名
草
の
芽

青　

木　

幸　

子

庭
石
を
ぬ
ら
す
風
花
遊
び
を
り

厚　

味　

當　

子

栄
進
の
噂
に
を
ど
る
四
月
馬
鹿

飯　

田　

孝　

次

靴
脱
ぎ
て
子
の
走
り
く
る
春
の
浜

飯　

田　

弥　

生

門
川
や
雪
解
を
集
め
甦
り太　

田　

一　

雄

神
官
の
沓
音
そ
ろ
ふ
寒
桜大　

原　

静　

江

風
光
る
海
の
匂
ひ
の
土
管
坂

大　

森　

三
保
子

梅
ほ
こ
ろ
ぶ
ま
づ
手
を
合
は
せ
仏
画
描
く

荻　

野　

よ
し
子

帰
路
急
ぐ
花
菜
明
り
の
仄
か
な
り

榊　

原　

小
夜
子

縄
暖
簾
酒
の
肴
に
木
の
芽
和

橘　
　
　

明
比
古

古
墳
に
寄
る
円
筒
埴
輪
山
笑
ふ

中　

田　

和　

子

疫
病
に
世
界
が
怯
え
春
疾
風

彦　

坂　

茂　

光

一
番
の
寒
気
到
来
は
だ
か
祭

豊　

坂　

る　

り

限
り
な
く
夫
に
感
謝
や
黄
水
仙

増　

田　

一
二
三

風
紋
の
消
え
て
生
ま
る
る
春
疾
風

三　

輪　

ト
キ
子

風
無
く
や
向
き
の
気
ま
ま
に
も
ろ
こ
船

元　

原　

清　

和

海
苔
舟
の
沖
ま
ぶ
し
め
り
日
矢
さ
し
て　

山　

川　

充　

恵

自
転
車
の
子
を
追
ふ
父
や
風
光
る

山　

口　

貴
志
子

鉢
植
ゑ
の
窓
辺
に
満
つ
る
苺
の
香

山　

田　

い
つ
子

な
つ
か
し
や
成
人
式
の
晴
れ
姿

山　

羽　

俊　

吾

　
　
　
　
　
　

令
和
二
年　

三
月
俳
句
会

（
指
導　

大
森
三
保
子
・
山
口
貴
志
子
）

◆
定
例
俳
句
会

　

毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
四
時
四
五
分
～

　

会
場　

鶴
舞
図
書
館　

会
議
室

◆
吟
行
会　

年
二
回
ほ
ど

◆
鍛
練
会　

年
一
回
（
一
泊
二
日
）

ボ
ケ
防
止
と
健
康
保
持
に
俳
句
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
方
の
入
部
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
入
部
・
投
句
な
ど
連
絡
先

　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

孝
次

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
五
二
）八
二
四

−

五
一
〇
八



名　　友　　報 第117号(11)  令和２年6月1日

名友報「夏のクイズ」

第１問
次の文章は、著名な日本文学作品から一部を抜き書

きしたものです。もとの作品名とその著者名を答えて
ください。　　
　　

「木造のポプラほど、あざやかに記憶に残ってはい
ない。薄みどり色のポプラの若葉が可憐に微風にそよ
いでいた。ここから見た津軽富士も、金木から見た姿
と少しも違わらず、華奢ですこぶる美人である。」　

第２問（通過算）
列車が走行しています。いま、トンネルにさしかか

りました。車体が完全にトンネルから抜け出るまで
の時間を計ると、ちょうど 20 秒でした。このトンネ
ルの長さは何ｍでしょうか。列車の速さは時速 72㎞、
車両全体の長さは 40 ｍとします。　

第３問　
明治５年 10 月 14 日（新暦）に新橋・横浜間が開通

し、日本の鉄道の歴史は始まりました。明治末、全国
に「一ノ宮（一之宮）」と表記する駅が４つありまし
た。大正期に、駅名の混同を避けるため、東海道線の
駅は「尾張一之宮」（「尾張一宮」）、豊川鉄道の駅は「三
河一宮」（現在は飯田線）、外房線の駅は「上総一ノ宮」
のように改称されました。さて、残りの「一ノ宮」駅
は、その後新幹線の開業により再び駅名が変わりまし
た。大正期の改称後の駅名と現在の駅名を答えてくだ
さい。

※クイズの締め切りは６月３０日必着。ハガキか
Ｆａｘで応募してください。１問だけでもいいで
すが、３問すべてにチャレンジすることもできま
す。正解者から抽選で１５名に、名フィル鑑賞券
などの賞品を差し上げます。３問すべてに応募す
る方は、「チャレンジ」と表記してください。

クイズの回答先　　　名友会事務局　
　　
前回の正解　
問１　　夏目漱石　　「こゝろ」（「こころ」「心」も正解）
問２　　午後３時４７分　　
問３　　千葉県柏市

令
和
元
年
度
　
公
益
目
的
事
業

所長 税理士　高橋　勝也　　税理士　大野　利郎

●相続が発生した場合、いつ頃から何をすればよいのか？
●家族に生前に遺産を譲る場合の注意点は？
●遺言書作成上の注意点は？
　相続・贈与・遺言などで困ったこと、わからないこと等は、お気軽にご相談ください!!

高橋会計事務所名　友　会
顧問税理士

〒464-0850 名古屋市千種区今池五丁目28番24号（イオン今池店（旧ダイエー）東南）
フリーダイヤル　0120-025-918　TEL（052）732-5560（代）

名フィル出前コンサート

令
和
元
年
度
の
公
益
目
的
事
業
と
し

て
、
植
樹
と
名
フ
ィ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
。

◆
植
樹

令
和
２
年
１
月
25
日
（
土
）

　
　

午
前
11
時

穏
や
か
な
陽
ざ
し
を
受
け
て
、
東
谷
山

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
ヤ
エ
ベ
ニ

し
だ
れ
ザ
ク
ラ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
名
友

会
か
ら
長
谷
川
副
会
長
が
出
席
し
、
ま
ち

を
美
し
く
す
る
会
の
村
上
会
長
、
み
ど
り

の
協
会
二
神
理
事
長
、
名
古
屋
市
川
崎
参

事
ほ
か
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
代
表
樹
の
記

念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
名
フ
ィ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

◦
令
和
２
年
２
月
12
日
（
水
）

鳴
子
幼
稚
園
（
緑
区
）
遊
戯
室
に
お

い
て
園
児
・
ス
タ
ッ
フ
百
名

・
令
和
２
年
２
月
13
日
（
木
）

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
緑
寿
荘
（
守
山
区
）

２
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
入
居
者
60
名

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

の
５
名
の
楽
団
員
で
構
成
さ
れ
る「
ゴ
フ
ォ

ン
弦
楽
五
重
奏
団
」
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
名
曲
か
ら
映
画
音
楽
、
ア
ニ
メ
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
、
昭
和
の
流
行
歌
な
ど
の
演
奏

に
、
優
雅
な
、
ま
た
う
っ
と
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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なごや学入門（38）

主君の無念を晴らした赤穂義士
片岡源五右衛門の墓碑

墓　碑

墓 碑 群 の 全 景

赤
穂
義
士
・
片
岡
源
五
右
衛
門
の
墓
が

千
種
区
の
平
和
公
園
に
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
人
は
そ
う
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
私

が
こ
の
地
を
訪
ね
た
の
は
、
こ
の
四
月

半
ば
、
桜
の
花
が
散
り
、
葉
桜
の
頃
だ
。

こ
の
地
に
は
、
大
原
幽
学
、
平
岩
親
吉 

、

牧
墨
僊
な
ど
歴
史
に
名
を
留
め
る
人
の
墓

碑
が
幾
つ
か
あ
る
。

 ｢

平
和
公
園
南｣

と
い
う
バ

ス
停
で
降
り
る
と
、
公
園
の
案

内
板
が
あ
る
。
そ
の
地
図
に
教

え
ら
れ
て
信
号
機
の
あ
る
交
差

点
を
渡
る
。
墓
碑
群
は
ゆ
る
や

か
な
丘
陵
に
散
在
す
る
。
源
五

右
衛
門
の
墓
碑
は
乾
徳
寺
の
墓

苑
に
あ
る
。
３
メ
ー
ル
近
く
は

あ
ろ
う
。
長
大
な
も
の
な
の
で

一
際
目
立
つ
。

｢

赤
穂
義
士
片
岡
源
五
右
衛

門
墓｣

と
筆
太
の
文
字
で
刻
ん

で
あ
る
。
墓
前
に
は
花
が
供
え

ら
れ
て
あ
る
。
裏
面
に
は｢

義

士
会
創
立
十
週
年
記
念
昭
和
四

年
十
二
月
十
四
日｣

と
読
め
る

が
、
七
人
の
世
話
人
の
名
は
風
化
し
て
い

て
読
め
な
い
。

源
五
右
衛
門
は
主
君
・
淺
野
内
匠
頭
が

切
腹
し
た
と
き
、用
人
の
糟
屋
勘
左
衛
門
、

磯
貝
十
郎
左
衛
門
ら
と
と
も
に
切
腹
の
場

で
あ
っ
た
田
村
右
京
大
夫
の
屋
敷
ま
で
亡

君
の
遺
骸
を
受
け
取
り
に
行
き
、
泉
岳
寺

に
葬
っ
た
一
人
で
あ
る
。

こ
の
時
、
源
五
右
衛
門
は

二
十
五
歳
。
祖
父
・
熊
井
藤
兵

衛
は
淺
野
紀
井
守
の
娘
・
春
姫

が
十
四
歳
で
尾
張
公
初
代
の
徳

川
義
直
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
り
、

そ
の
付
き
人
と
し
て
尾
州
家
に

仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
藤
兵

衛
の
子
は
重
次
郎
と
い
い
、
そ

の
弟
は
片
岡
六
右
衛
門
と
い
っ

て
赤
穂
の
淺
野
家
に
仕
え
て
禄

百
石
を
給
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

重
次
郎
の
妾
腹
の
子
が
源
五
右

衛
門
で
あ
る
。長
男
で
あ
る
が
、

妾
腹
の
こ
と
な
の
で
次
男
と
な

っ
て
お
り
、
叔
父
の
片
岡
六
右

衛
門
に
子
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
八
歳
の
と
き
養
子
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

源
五
右
衛
門
は
内
匠
頭
切
腹
の
場

に
居
合
わ
せ
た
た
だ
一
人
の
下
士
で

あ
っ
た
。
切
腹
の
場
に
ゆ
く
内
匠
頭

は
、
そ
の
廊
下
の
途
中
か
ら
庭
の
片

隅
に
伏
す
源
五
右
衛
門
と
は
相
当
の

距
離
を
お
い
て
で
あ
る
が
、
主
従
の
別

離
の
目
礼
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。

主
君
が
切
腹
し
て
果
て
た
と
き
、
源
五

右
衛
門
に
も
内
匠
頭
の
遺
言
状
が
残
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
読
ん
だ
源
五
右
衛
門
は

泉
岳
寺
の
墓
前
で
自
ら
髪
を
切
っ
て
墓
前

に
供
え
、
主
君
の
仇
討
ち
を
報
ぜ
ん
こ
と

を
固
く
誓
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
頭
髪
や
短
刀
、
槍
の
穂
先

な
ど
を
実
家
の
熊
井
家
に
送
っ
た
と
い

う
。
熊
井
家
で
は
檀
那
寺
で
あ
る
名
古
屋

の
乾
徳
寺
（
中
区
新
栄
町
二
―
１
―
10
）

に
、
こ
れ
ら
の
品
々
を
納
め
、
墓
を
建
て

た
の
で
あ
る
。

私
が
こ
の
地
を
訪
ね
た
時
は
コ
ロ
ナ
禍

で
墓
苑
に
人
影
は
な
か
っ
た
。
乾
徳
寺
の

墓
苑
に
入
っ
た
と
き
、
幼
児
を
抱
い
た
若

い
マ
マ
さ
ん
と
す
れ
違
っ
た
。
互
い
に
目

礼
を
交
わ
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
話
題
が
収
ま

っ
た
な
ら
ば
散
歩
が
て
ら
、
こ
の
地
を
訪

ね
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。　
　
　
（
Ｓ
）



編

集

後

記




▼
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、

外
出
を
控
え
蟄
居
し
て
い
ま
す
。

催
事
・
集
会
な
ど
は
中
止
し
て
先
延
ば

し
し
て
い
ま
す
が
、
本
誌
は
そ
れ
が
出
来

ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
を
せ
ず
に
編
集
会
議
を

持
ち
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
容
赦
な
く
市
民
の
生
活
を

脅
か
し
続
け
ま
し
た
。

今
年
の
名
友
会
総
会
も
近
づ
き
ま
し

た
。
無
事
に
開
催
さ
れ
、
会
員
の
皆
様

方
の
い
つ
も
の
暮
ら
し
が
戻
る
こ
と
を
、

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

▼
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
を
迎
え
ま

す
。
気
分
的
に
は
鬱
ぎ
こ
み
勝
ち
で
す
が

雨
に
似
合
う
風
情
の
あ
る
紫
陽
花
を
大
い

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

紫
陽
花
や　

昨
日
の
誠　

今
日
の
嘘　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
規
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
ア
ク
セ
ス
方
法
は
、
紙
面
の
お
知
ら

せ
欄
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
表
紙
の
右
隅

に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）


